
 

 

 

 

 

 

 

 

年年末末年年始始のの防防疫疫対対策策徹徹底底ををおお願願いいししまますす！！ 

 11 月から「鳥インフルエンザ特別防疫対策期間」が始まったことは先月号でお知らせし

たとおりですが、その後、国内で野鳥での鳥インフルエンザ感染事例が相次いで報告されて

います。現在（11/24 時点）までに島根県内の 7 例から H5N6 亜型の高病原性鳥インフ

ルエンザウイルスが分離されており、鳥取大学の解析により昨シーズンの国内流行株とは由

来が異なることや、病原性は同程度であることが明らかとなっています。 

また、中国、台湾、韓国などの近隣諸国では、今シーズンにおいても農場で鳥インフルエ

ンザが発生しており、口蹄疫の発生も各地で続いています。 

以上のように、国内には既に鳥インフルエンザウイルスが侵入しており、今後、年末・年

始や春節を迎えて人や物の移動が活発になることで、海外からのウイルス侵入や国内でのウ

イルス拡散のリスクがさらに高まることが危惧されるため、畜産関係者の皆様におかれては

次の点にご留意のうえ、引き続き厳重に警戒くださるようお願いします。 

・飼養衛生管理基準を遵守すること 

・特に、人、車両、野生動物等による農場内及び家きん舎、畜舎内へのウイルス侵入防止

対策を徹底すること 

・口蹄疫や鳥インフルエンザを疑う症状を発見した場合には、速やかに家畜保健衛生所に

通報すること 

※ 農場での鳥インフルエンザ対策については、城南家保ニュース 10 月号（Vol.29-7）

で詳しく解説しているので、ご参照くださるようお願いします。また、防疫対策等につ

いてご丌明な点がありましたら、お気軽にご相談ください。 

 

熊熊本本県県家家畜畜保保健健衛衛生生業業績績発発表表会会がが開開催催さされれままししたた  

 平成 29 年 12 月 1 日、熊本県農業研究センターで標記の発表会が開催され、当所からは

村上参事、加地参事の２名が発表を行いました。村上参事の演題「悪性家畜伝染病発生に備

えた初動防疫体制の強化」は、建設業協会、市町村、振興局を交えた埋却候補地の現地調査

や事後検討会、種鶏場との綿密な打合せ等により、万一の悪性伝染病発生に備えた防疫体制

の強化を図ったもので、これらの取組が関係機関の連携強化や家畜飼養者の丌安解消にも大

きく寄不したことを報告しました。加地参事の演題「有用菌を指標とした哺乳子牛の腸内フ
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この冬も常に緊張を強いられるような状況になってきました。「いざ！」という時には最

大限の動きができるよう、職員一同ぬかりなく準備をしていますが、この準備が全部無駄

になって欲しいと切に願う今日この頃です．．． 

ローラ分析と疫学的考察」では、子牛の腸内細菌叢の詳細な分析により、下痢子牛ではビフ

ィズス菌が減少していること、抗菌剤投不により有用菌が減少する傾向があること、生菌剤

は腸内環境を改善する効果があること等を明らかにするとともに、演者が独自に設定した指

標が腸内環境の悪化や腸内嫌気度を測るうえで有用であることを示しました。それぞれの発

表の詳細な内容については、別の機会に演者本人から報告させていただきます。今回の２名

の発表にあたり御協力いただいた関係者の皆様に、改めて感謝申し上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【市市町町村村担担当当者者のの皆皆様様】】定定期期報報告告のの周周知知ににつついいてて（（おお願願いい））  

 家畜伝染病予防法第１２条の４の規定により、家畜の所有者は毎年 2 月 1 日時点の家畜

の飼養衛生管理状況を定期的に報告することが義務付けられています（定期報告）。これは、

当所で飼養動向を把握し難い小規模飼養者※も対象となるため、例年、市町村公報等を通じ

て住民の皆様に広くご周知いただいているところです。今年度から担当された方もいらっし

ゃるかとは存じますが、趣旨を御理解のうえ、ご協力賜りますようお願い申し上げます。 
 

 ※【参考】「小規模飼養者」の定義は次のとおりです 
  ◯牛・水牛・馬の場合 1 頭 

◯鹿・めん羊・山羊・豚・いのししの場合 ６頭未満 

◯鶏・あひる・うずら・きじ・ほろほろ鳥・七面鳥の場合 100 羽未満 

    ◯だちょうの場合 10 羽未満 

 

 

 

 

 

 

近隣諸国における悪性伝染病発生情報 

編集後記（K.S） 

病名 発生地 最終発生月日 畜種 型

口蹄疫 中国 10月26日 豚 Ｏ型

韓国 11月17日 あひる H5N6

台湾 11月15日、12月1日 家きん、野鳥 H5N2、H5N6

平成２９年１２月１１日時点

高病原性

鳥インフルエンザ

アフリカ豚コレラ
ロシア近隣

（チェコ・ウクライナ等）
11月4日

豚

野生いのしし


